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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された画像データに基づいて、発光部を構成する複数の光源の発光輝度を制御可能
な画像表示装置であって、
　画面の領域を構成する複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に応じ
て、前記複数のブロックに対応する複数の光源のそれぞれの発光輝度を制御する制御手段
と、
　前記複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に基づいて、背景画像が
表示されるブロックである背景ブロックを検出する検出手段と、
　所定のオブジェクトが表示されるブロックであるオブジェクトブロックを判別する判別
手段と、
を有し、
　前記制御手段は、前記検出手段により検出された前記背景ブロックが、前記オブジェク
トブロックに変化した場合に、該オブジェクトブロックの発光輝度を、前記背景ブロック
に表示された前記背景画像の輝度特徴量に応じた発光輝度から変化させない
ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、入力された画像データの第１フレームよりも前の第２フレームにおい
て前記検出手段により検出された前記背景ブロックが、前記第１フレームにおいて前記オ
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ブジェクトブロックに変化した場合に、前記第１フレームにおける全てのブロックの発光
輝度を、前記第２フレームにおける発光輝度から変化させない
ことを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記第２フレームは、前記第１フレームよりも１フレーム前のフレームである
ことを特徴とする請求項２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記輝度特徴量は、最大輝度値を含み、
　前記検出手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の最大輝度値が所定輝度
値以下であるブロックを、前記背景ブロックとして検出する
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記輝度特徴量は、平均輝度値を含み、
　前記検出手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の平均輝度値が所定輝度
値以下であるブロックを、前記背景ブロックとして検出する
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記オブジェクトブロックが存在する場合に、前記背景が表示される
全てのブロックの発光輝度を、互いに等しくする
ことを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項７】
　前記所定のオブジェクトは、前記背景画像よりも明るい
ことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項８】
　前記判別手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の輝度特徴量が所定値以
上変化したという条件を少なくとも満たすブロックである変化ブロックの数が所定数未満
である場合に、該変化ブロックをオブジェクトブロックとする
ことを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項９】
　前記輝度特徴量は、最大輝度値を含み、
　前記判別手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の最大輝度値が所定値以
上変化したという条件を満たすブロックである変化ブロックの数が所定数未満である場合
に、該変化ブロックをオブジェクトブロックとする
ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１０】
　前記輝度特徴量は、最大輝度値および平均輝度値を含み、
　前記判別手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の最大輝度値が所定値以
上変化したという条件を満たし、かつ、表示される画像の平均輝度値が所定値以上変化し
ないという条件を満たすブロックである変化ブロックの数が所定数未満である場合に、該
変化ブロックをオブジェクトブロックとする
ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１１】
　前記判別手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の輝度特徴量が所定値以
上変化したという条件を満たすブロックであり、かつ、該ブロックに隣接する予め定めら
れた数以上のブロックが前記背景ブロックであるという条件を満たすブロックである変化
ブロックの数が所定数未満である場合に、該変化ブロックをオブジェクトブロックとする
ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１２】
　前記所定のオブジェクトは、ユーザ操作用のカーソルである
ことを特徴とする請求項１～１１のいずれか１項に記載の画像表示装置。
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【請求項１３】
　入力された画像データに基づいて、発光部を構成する複数の光源の発光輝度を制御可能
な画像表示装置であって、
　画面の領域を構成する複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に応じ
て、前記複数のブロックに対応する複数の光源のそれぞれの発光輝度を制御する制御手段
と、
　前記複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に基づいて、背景画像が
表示されるブロックである背景ブロックを検出する検出手段と、
　前記複数のブロックのうち、表示される画像の輝度特徴量が所定値以上変化したという
条件を少なくとも満たすブロックである変化ブロックの数が所定数未満か否かを判別する
判別手段と、
を有し、
　前記制御手段は、前記判別手段により前記変化ブロックの数が所定数未満であると判別
された場合に、前記検出手段により検出された前記背景ブロックが、該背景ブロックに表
示される画像の輝度特徴量が所定値以上明るく変化した前記変化ブロックになっても、該
変化ブロックの発光輝度を、前記背景ブロックに表示された前記背景画像の輝度特徴量に
応じた発光輝度から変化させない
ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項１４】
　前記判別手段は、入力された画像データの第１フレームにおいて前記複数のブロックの
それぞれに表示される画像の輝度特徴量と、前記第１フレームよりも前の第２フレームに
おいて前記複数のブロックのそれぞれに表示された画像の輝度特徴量との差分値に基づい
て、前記第１フレームにおける前記変化ブロックの数が所定数未満か否かを判別する
ことを特徴とする請求項１３に記載の画像表示装置。
【請求項１５】
　前記制御手段は、前記判別手段により前記変化ブロックの数が所定数未満であると判別
された場合、前記第１フレームにおける前記複数のブロックの発光輝度を、前記第２フレ
ームにおいて前記複数のブロックのそれぞれに表示された画像の輝度特徴量に応じた発光
輝度から変化させない
ことを特徴とする請求項１４に記載の画像表示装置。
【請求項１６】
　前記第２フレームは、前記第１フレームよりも１フレーム前のフレームである
ことを特徴とする請求項１４または１５に記載の画像表示装置。
【請求項１７】
　前記輝度特徴量は、最大輝度値を含み、
　前記検出手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の最大輝度値が所定輝度
値以下であるブロックを、前記背景ブロックとして検出する
ことを特徴とする請求項１３～１６のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１８】
　前記輝度特徴量は、平均輝度値を含み、
　前記検出手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の平均輝度値が所定輝度
値以下であるブロックを、前記背景ブロックとして検出する
ことを特徴とする請求項１３～１６のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１９】
　前記輝度特徴量は、最大輝度値を含み、
　前記判別手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の最大輝度値が所定値以
上変化したという条件を満たすブロックである変化ブロックの数が所定数未満か否かを判
別する
ことを特徴とする請求項１３～１８のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項２０】
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　前記輝度特徴量は、最大輝度値および平均輝度値を含み、
　前記判別手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の最大輝度値が所定値以
上変化したという条件を満たし、かつ、表示される画像の平均輝度値が所定値以上変化し
ないという条件を満たすブロックである変化ブロックの数が所定数未満か否かを判別する
ことを特徴とする請求項１３～１８のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項２１】
　前記判別手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の輝度特徴量が所定値以
上変化したという条件を満たすブロックであり、かつ、該ブロックに隣接する予め定めら
れた数以上のブロックが前記背景ブロックであるという条件を満たすブロックである変化
ブロックの数が所定数未満か否かを判別する
ことを特徴とする請求項１３～１８のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項２２】
　前記判別手段は、前記変化ブロックの数が所定数未満か否かを判別することにより、ユ
ーザ操作用のカーソルが表示されたか否かを判別する
ことを特徴とする請求項１３～２１のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項２３】
　入力された画像データに基づいて、発光部を構成する複数の光源の発光輝度を制御可能
な画像表示装置の制御方法であって、
　画面の領域を構成する複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に応じ
て、前記複数のブロックに対応する複数の光源のそれぞれの発光輝度を制御する制御ステ
ップと、
　前記複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に基づいて、背景画像が
表示されるブロックである背景ブロックを検出する検出ステップと、
　所定のオブジェクトが表示されるブロックであるオブジェクトブロックを判別する判別
ステップと、
を有し、
　前記制御ステップでは、前記検出ステップにおいて検出された前記背景ブロックが、前
記オブジェクトブロックに変化した場合に、該オブジェクトブロックの発光輝度を、前記
背景ブロックに表示された前記背景画像の輝度特徴量に応じた発光輝度から変化させない
ことを特徴とする画像表示装置の制御方法。
【請求項２４】
　入力された画像データに基づいて、発光部を構成する複数の光源の発光輝度を制御可能
な画像表示装置の制御方法であって、
　画面の領域を構成する複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に応じ
て、前記複数のブロックに対応する複数の光源のそれぞれの発光輝度を制御する制御ステ
ップと、
　前記複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に基づいて、背景画像が
表示されるブロックである背景ブロックを検出する検出ステップと、
　前記複数のブロックのうち、表示される画像の輝度特徴量が所定値以上変化したという
条件を少なくとも満たすブロックである変化ブロックの数が所定数未満か否かを判別する
判別ステップと、
を有し、
　前記制御ステップでは、前記判別ステップにおいて前記変化ブロックの数が所定数未満
であると判別された場合に、前記検出ステップにおいて検出された前記背景ブロックが、
該背景ブロックに表示される画像の輝度特徴量が所定値以上明るく変化した前記変化ブロ
ックになっても、該変化ブロックの発光輝度を、前記背景ブロックに表示された前記背景
画像の輝度特徴量に応じた発光輝度から変化させない
ことを特徴とする画像表示装置の制御方法。
 
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の第１の態様は、
　入力された画像データに基づいて、発光部を構成する複数の光源の発光輝度を制御可能
な画像表示装置であって、
　画面の領域を構成する複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に応じ
て、前記複数のブロックに対応する複数の光源のそれぞれの発光輝度を制御する制御手段
と、
　前記複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に基づいて、背景画像が
表示されるブロックである背景ブロックを検出する検出手段と、
　所定のオブジェクトが表示されるブロックであるオブジェクトブロックを判別する判別
手段と、
を有し、
　前記制御手段は、前記検出手段により検出された前記背景ブロックが、前記オブジェク
トブロックに変化した場合に、該オブジェクトブロックの発光輝度を、前記背景ブロック
に表示された前記背景画像の輝度特徴量に応じた発光輝度から変化させない
ことを特徴とする画像表示装置である。
　本発明の第２の態様は、
　入力された画像データに基づいて、発光部を構成する複数の光源の発光輝度を制御可能
な画像表示装置であって、
　画面の領域を構成する複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に応じ
て、前記複数のブロックに対応する複数の光源のそれぞれの発光輝度を制御する制御手段
と、
　前記複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に基づいて、背景画像が
表示されるブロックである背景ブロックを検出する検出手段と、
　前記複数のブロックのうち、表示される画像の輝度特徴量が所定値以上変化したという
条件を少なくとも満たすブロックである変化ブロックの数が所定数未満か否かを判別する
判別手段と、
を有し、
　前記制御手段は、前記判別手段により前記変化ブロックの数が所定数未満であると判別
された場合に、前記検出手段により検出された前記背景ブロックが、該背景ブロックに表
示される画像の輝度特徴量が所定値以上明るく変化した前記変化ブロックになっても、該
変化ブロックの発光輝度を、前記背景ブロックに表示された前記背景画像の輝度特徴量に
応じた発光輝度から変化させない
ことを特徴とする画像表示装置である。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の第３の態様は、
　入力された画像データに基づいて、発光部を構成する複数の光源の発光輝度を制御可能
な画像表示装置の制御方法であって、
　画面の領域を構成する複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に応じ
て、前記複数のブロックに対応する複数の光源のそれぞれの発光輝度を制御する制御ステ
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ップと、
　前記複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に基づいて、背景画像が
表示されるブロックである背景ブロックを検出する検出ステップと、
　所定のオブジェクトが表示されるブロックであるオブジェクトブロックを判別する判別
ステップと、
を有し、
　前記制御ステップでは、前記検出ステップにおいて検出された前記背景ブロックが、前
記オブジェクトブロックに変化した場合に、該オブジェクトブロックの発光輝度を、前記
背景ブロックに表示された前記背景画像の輝度特徴量に応じた発光輝度から変化させない
ことを特徴とする画像表示装置の制御方法である。
　本発明の第４の態様は、
　入力された画像データに基づいて、発光部を構成する複数の光源の発光輝度を制御可能
な画像表示装置の制御方法であって、
　画面の領域を構成する複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に応じ
て、前記複数のブロックに対応する複数の光源のそれぞれの発光輝度を制御する制御ステ
ップと、
　前記複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に基づいて、背景画像が
表示されるブロックである背景ブロックを検出する検出ステップと、
　前記複数のブロックのうち、表示される画像の輝度特徴量が所定値以上変化したという
条件を少なくとも満たすブロックである変化ブロックの数が所定数未満か否かを判別する
判別ステップと、
を有し、
　前記制御ステップでは、前記判別ステップにおいて前記変化ブロックの数が所定数未満
であると判別された場合に、前記検出ステップにおいて検出された前記背景ブロックが、
該背景ブロックに表示される画像の輝度特徴量が所定値以上明るく変化した前記変化ブロ
ックになっても、該変化ブロックの発光輝度を、前記背景ブロックに表示された前記背景
画像の輝度特徴量に応じた発光輝度から変化させない
ことを特徴とする画像表示装置の制御方法である。
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